
夏の第２波、冬の第３波が来た… 

ピンチをチャンスに！負けない準備完了 

緊急事態にこそ、支え合いネットワークを 
はらぺこレスキュープロジェクト発動中！ 

春の第 1波緊急事態宣言のとき・・・ 

誰もが不安で、自分のことで精いっぱいだったとき、社会

の中で取り残され、消え入りそうな命があることに私たち

は気づいていました。 

資金も人手もない段階で、こども食堂の繋がりを頼りに、

とにかくお弁当を届け始めました。 

すると、すぐに社会福祉法人の給食施設が協力を申し出

てくださり、また、募金団体などからの助成金も得ること

ができました。 

緊急事態が東京では 3 ヶ月も続き、資金が底をつくこと

が心配でしたが、たくさんの方がたくさんの寄付をしてく

ださって、私たちは秋冬の第 2 波、第 3 波に備え、小さな

事務所、兼、食糧貯蔵庫（フードパントリー）を借りること

もできました。 

 

10 月から借りている事務所には近隣の方や地元のお店から、そ

して、遠いところからも、大きな企業からも、様々な方からお米や

野菜、学用品や玩具など、文字通り、あふれるほどのご寄付が届

けられています。 

小さいながらも事務所を維持していかなければならないという緊

張感もあり、助成金もいくつか申請した結果、夏にはパブリックリ

ソース財団「J-Coin 基金」より 200 万円という大きな金額を提供し

ていただけることになり、「はらぺこレスキュープロジェクト」の準備

に着手しました。 

はらぺこレスキュープロジェクトは、保護者が

新型コロナウィルスに感染してしまった場合

や学校給食の提供がなくなってしまった場合などに、子どもが食事に困ることがないよう、

地域のボランティアによる見守りネットワークを作る取り組みです。 

日本善意財団、葛飾区社会福祉協議会の後援もいただき、現在、プロジェクト発動中です。 



匿名 5,000 中村和夫 50,000
ゲイン キエラン 10,000 匿名 40,000
増子輝彦（参議院議員） 100,000 匿名 30,000
トウホウツウシン 5,000 日本善意財団 150,000
千葉利彦 10,000 むすびえ 30,000
藤澤 美英 900 匿名 20,000
松井 邦夫 3,600 冨田 慎吾 5,000
匿名 5,000 匿名 30,000
トウホウツウシン 5,000 冨田 慎吾 5,000
藤並　剛 1,800 匿名 30,000
松井 邦夫 3,600 10月 匿名 30,000
匿名 5,000 匿名 30,000
匿名 200,000 マルヤマセツコ 5,000
匿名 48,000 宇ち多゛ 100,000
東京プロカラー 10000 日本善意財団 150,000
匿名 3,600 マツイメグミ 50,000
藤澤美英 900 匿名 30,000
匿名 5,000 匿名（葛飾社協助成金として） 400,000
トウホウツウシン 5,000 1,185,000
小笠原 宗興 3,600
松井 邦夫 3,600
匿名 18,000 7月 東京都社会福祉協議会 72,000
匿名 10,000 8月 パブリックリソース財団 2,000,000
匿名 5,000 8月 アサヒ飲料 80,000
東京プロカラー 5,000 10月 コープみらい 100,000
匿名 5,000 10月 日本善意財団 320,000
トウホウツウシン 5,000 12月 葛飾区子ども応援課 1,700,000
高橋 淑子 1,800 1月 オリックス宮内財団 312,310
藤澤美英 1,900
松井 邦夫 3,600
匿名 3,600
匿名 5,000
奧山 巖 3,600
匿名 5,000
トウホウツウシン 5,000
田中 至 10,000
松井 邦夫 3,600
高橋 淑子 1,800
宇瑠間 宣人 1,900
村上 修二 4,500
熊坂 久子 900
匿名 30,000
宇ち多゛ 100,000
匿名 5,000
匿名 100,000
あぁちゃん 10,000
安部 澄江 3,600
匿名 18,000
タムラタカヨシ 5,000
古田　武 100,000
奧山 巖 7,200
高橋 淑子 1,800
大橋 留美 3,600
匿名 3,600
匿名 5,000
トウホウツウシン 5,000
コダマヨシアキ 3,600
匿名 10,800

947,000

レインボーリボンへの寄付者一覧
（敬称略・一般活動へのご寄付、賛助会費も含む）

子ども食堂・居場所づくりネットワーク
へのご寄付・助成金（敬称略）

7月
7月

8月

8月

9月

11月

12月

レインボーリボンへの助成金（2020年7月～）
※事業終了後確定

合計

合計

9月

10月

11月

12月

寄付で支えてくださる皆さま 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

レインボーリボンが代表役

を務めている「かつしか子

ども食堂・居場所づくりネッ

トワーク」へのご寄付も、と

ても増えています。心から

感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

葛飾区内 36ケ寺が

「子どもたちが心

身ともに健全に、心

ゆたかに育つよう

に」と願って「ゆた

かの会」を結成！ 

お米だけで 160 キ

ロの献品をネット

ワークに寄贈して

くださいました。→ 

日本善意財団様より事務所開設へ

の助成金を、また、毎月継続してフ

ードパントリーへの支援金をいた

だいています。 

←ネットワークとして取り組

んだ「夏休みお弁当プロジェ

クト」。昨年につづき、アサヒ

飲料様より助成金、カルピス

もいただきました。 

↑ 
フードパントリー
の様子 

葛飾区内 36ケ寺が

「子どもたちが心身

ともに健全に、心ゆた

かに育つように」と

「ゆたかの会」を結

成！お米 160キロを

はじめ大量の献品を

ネットワークに寄贈

してくださいました。 



「思い」と一緒に届きました。 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

毎年夏と冬に子どもたちが楽しみにして

いた「オラクルこども食堂」も今年は中止

に。日本オラクルからは社員犬キャンディ

のぬいぐるみや、一人ひとりへのクリスマ

スプレゼントが届きました。フィリピン・オラ

クルからはフィリピンの子どもたちのクリ

スマスカードを送っていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

娘はフードパントリーから帰宅

後も、もらってきた物を大切そ

うに持ち歩いています。 

どこに行くにも……です。 

将来、大人になり自分で働ける

ようになったら恩返しをしたい

と言っておりました。 

困っている家族に支援できる大

人になりたいと。 

普段は内弁慶で恥ずかしがりで

無愛想に見える子ども達です

が、内心はスゴい感謝していて

喜んでいます。 

不器用ですみません。 

お礼のクリスマスカード作りに

毎日励んでいます。 

あるお母さんからのメール 

 

子どもからのお礼のカード 手作りマスク 八ヶ岳の乾燥キャベツ 



毎月 2 回のこども食堂 

毎月 2 回のフードパントリー 
こども食堂は 6 月の

第 1 次緊急事態宣言

明けから、唯一、会

場を借りることができ

た UR 青戸第一団地

の集会所で月に 2 回、

お弁当を持ち帰る形

式で再開しました。 

12 月には団地自治

会の皆さんがクリス

マスツリーや集会所

内にお絵かきできる

ボードを設置してくだ

さるなど、とても良い

環境です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しかし 1 月の 2 回目の緊急事態宣言で再び会場を借りられなくなってしまいまし

た。晴れた日は外遊びもできる環境なのに、とても残念です。 

 

フードパントリーは、「よみかき宿題こどもカフェ＠なぎ」 

の会場から事務所に移り、今後は毎週土曜日に実施 す 

する予定です。 

 

▼レインボーリボンの活動を支えるご寄付をお願いいたします。 

口座名義：特定非営利活動法人レインボーリボン 

 ●郵便振替口座：００１７０－７－４４９９７４ 

 ●りそな銀行 青戸支店（店番号４７０）普通預金１５２０５３５ 

銀行にご寄付くださった方はお名前を rainbow_ribbon_mail@yahoo.co.jp 宛てにお知らせください。 

 ●ホームページ http://rainbow-ribbon-net.org/entry/からクレジットカード、コンビニ決済、Pay-easy 

「レインボーリボンのこども食堂通信」へのご芳名記載の可否もお知らせいただけますと幸いです。 

特定非営利活動法人レインボーリボン 代表：緒方美穂子 

〒125-0062 東京都葛飾区青戸３－３３－５－１０３ 電話：080-2838-0641 

こども食堂のお弁当は寺子屋（NPO 法人

Learning for All の無料学習塾）の子どもたちに

も届けています。子どもたちからお礼の色紙を

もらいました。 


